
全国保健師活動研究会 

 

          

 

精神保健のテーマも多岐に渡り、私たち地域の保健師は、様々な疾患・状況における対応

が求められるようになってきました。 

夏休みでリフレッシュした頃でしょうか。最新の状況や対応について、学習しましょう。 

 

日時：9月 25日（金）午後 6時～27日（日）午前 12時 

内容： 
日 時間 テーマ 講 師 

25日 

（金） 

午後 6 時～ 

 

9 時 

さまざまな依存症のメカニズムについて 

近年アルコール・薬物ばかりでなく、ギャンブルやゲーム依存な

どの相談も寄せられています。アルコール・薬物と同じ対応でいい

のか、違いはあるのか、メカニズムと対応について学びます。 

源田 圭子 

（都立精神保健福祉 

センター医師） 

26日 

（土） 

午前 9 時～ 

 

午後 1 時 

増え続ける“現代型うつ病”とその対応 

最近のうつ病は治療が長期化することが多く、先の見えない相談

対応に困っていませんか。なぜ増え続けるのか、地域の保健師とし

て、どのような対応が求められているのか、考えましょう。 

伊勢田 堯 

（元都立精神保健福祉 

センター医師） 

午後 2 時～ 

 

５時 

大人の発達障害の課題と支援     

仕事や子育てがうまくいかず、大人になってから発達障害の診断

を受ける方が多くなっています。成人期ならではの課題と、事例を

通した支援について考えましょう。 

市川 宏伸 

（都立小児総合医療 

センター医師） 

午後５時 30 分

～ 

７時 30 分 

事例を通して児童虐待への対応を考える 

 公衆衛生における保健師の虐待対応とはなにか、保健師として

できること、やらなければならないことなど、事例を通して考えま

しょう。 

山本 訓子 

（江東区保健師） 

27日 

（日） 

午前 9 時～ 

 

12 時 

児童虐待への対応～子ども・家族への支援 

 虐待対応に保健師は不可欠と言われながらも、望まれない訪問

に二の足を踏むことはありませんか。虐待家族への介入、家族への

支援などついて学びましょう。  

菊地 祐子 

（都立小児総合医療 

センタ―医師） 

 

会場：江東区文化センター６階第４会議室 
東京メトロ東西線「東陽町」駅下車 1 番出口より徒歩 5 分 

費用：5,000 円（会員 3,000円） 

申し込み：9月 18日（金）まで  
 

申し込み方法は裏面をご覧ください。 

 

 

             

今、話題のテーマ

を集めました 

対応に悩んでいる

事例を、積極的に 

お寄せください。 
 



 

参加ご希望の方は、FAXかメールで 

１．氏名  ２．郵便番号・住所  ３．電話番号  ４．所属 

と、タイトルに「精神保健セミナー参加希望」と記入し、お申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

 江東区深川南部保健相談所 澤井 

 ☎ 03-5632-2291 

（平日午前８時３０分～午後５時）     

 

                                                  

氏名 連絡先 

所属 

住所 〒 

                             （ 自宅 ・ 職場 ） 

         

F A X：03-5632-2291 江東区深川南部保健相談所 澤井まで 

 

             メール：phntudoi@yahoo.co.jp 全国保健師活動研究会  

 

お申し込み先 

 

下記欄にご記入の上、そのまま FAXでお送りください。 

 

会場はこちら 

mailto:phntudoi@yahoo.co.jp

